
 

第 19 回 総合学科発表会  

 

 2 月 3 日、第 19 回総合学科発表会が開催されました。  

1 年次のときの発表会は産社スタッフとして頑張った人も沢山いると思いま

す。会場設営から案内係、そして冊子班等々…あれからもう 1 年が経ちました

ね。そのときほどではないかもしれませんが、それでも今年もそれぞれが各係

で準備に携わってきました。  

舞台班は原稿作成、PP 作成、そして再三にわたる通し稽古、少しずつ進化を

遂げ、本番の舞台では一番落ち着いて良い出来の仕上がりとなりました。展示

班は巨大壁画、そしてみんなの目標・願いを書いた天燈の寄せ書き、スタンプ

ラリーで工夫したポスターセッション、工夫と苦労の跡がつまった出来栄えと

なりました。審判をつけてのディベートは授業でやっていたときに比べて内容

も深く、かみ合った議論は聴衆から見てもわかりやすいものとなっていました。

18 期生それぞれが各自の持ち場で活躍してくれました。お疲れ様でした。  
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総合学科発表会が終わり、いよいよ 2 年次も終了の時期を迎えようとしてい

ます。2 年次を振り返って、今、自分の生活を省みたときにどのように自分が

見えているでしょうか？  

1 年次のときから「規範意識を高める」にはどうすればよいのかと考えてき

ました。校内における携帯電話・スマートフォンの使用、830 指導、課題未提

出などで年次指導を行う件数が従来の北高生に比べとても多く、その度に個々

に指導はしてきました。その多くが「これくらい…」「バレなければ…」という

気持ちの表れのように感じます。大人の中にもそういう風潮がないわけではあ

りません。しかし高校生の間からそれで良いのでしょうか。最近ではこの「こ

れくらい…」「バレなければ…」という気持ちが「他人の気持ち」「周囲への影

響・迷惑」に優先してしまい、クラスメイトに対する心無い言動につながって

いる人もいるように思います。偶然この伊丹北高校の 18 期生として出会った

仲間を大切に思ってほしい、お互いに思いやる気持ちを持ってほしい、この学

校の良さは互いの個性を認め合うところにもあるのですから。  

来年度、あなた達は 18 歳になり選挙権も得ます。しかしそれは同時に社会

を知り、経済的なことだけでなく心も豊かにするための判断をしなければなり

ません。今のあなた達にそれだけのものが備わっているでしょうか。  

また進路に対する取り組みはどうでしょう。もう既に受験科目を絞り込んで、

「必要ない科目」を作ってしまっていませんか？それは一見、効率的であるよ

うに聞こえますが自分の可能性を狭めていることにもなります。何よりあなた

達は大学受験のためだけに高校生活を送っているのではありませんから、つま

らない高校生活にして、必要以上に自分を苦しめる結果につながりはしません

か？その一方で模試を受けた後にどれだけの人がちゃんと振り返りをしている

でしょうか。先日、中央廊下のゴミ箱に 2 年次の模試の問題用紙が捨てられて

いたと聞きました。問題を持ち帰り、出来なかった問題をもう一度解きなおす

だけで、模試の値打ちは何倍にもなると思います。  

 

 残り 1 年となった高校生活。来るべき「卒業」のときまで、あなたは何をし

ますか。どう自分を磨きますか。「卒業」のその先に何がありますか。  


